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Cultural effects on the control style of visual attention: 











& Nisbett， 2001) .包括的注意とは，注意が集団全体に分散する注意の制御スタイルで，
東アジア文化で優勢とされる.これに対して分析的注意とは，注意を個物に焦点化し背
景情報を排除する注意の制御スタイルで，西洋文化で優勢とされる.これを検討した代
表的な課題のひとつに，枠と線課題が挙げられる(Kitayama，Duffy， Kawamura & 
Larsen， 2003). 
この一方で，低次レベルの注意制御が文化によって異なることを検討した研究はきわ

























Saiki， in prep) の指標と高次レベルでの注意制御と関連している枠と線課題
(Kitayama et al.， 2003)の指標，さらに遺伝子の影響を受けることが知られている空
間的注意課題 (Parasuraman，Greenwood， Kumar， & Fossella， 2005)の3つの課題を
同一の日本人協力者を対象に行い，その課題聞の成績の関連性について検討した.
〔研究成果〕
本研究の結果，視覚探索課題において文化的差異が見られた指標と，空間的注意課題
において遺伝子の発現と関連しているとされる指標とに関連があり，またこれらの傾向
と枠と線課題の文化的差異が見られた指標との関連性が低いことが示された.このこと
から，高次レベルにおける注意制御スタイルの文化的差異と低次レベルにおける注意制
御スタイルの文化的差異がそれぞれ異なるメカニズムに基づく可能性が示唆された.
本研究の成果は， 日本心理学会第 60回大会(札幌)にて一般研究発表として，また
社会心理学会第49回大会(鹿児島)の自主企画ワークショップ「文化と認知研究の現在
と今後の展望Jにおいて話題提供として発表された.また，今後，増田貴彦助教授(ア
ルパータ大学)の協力を得てカナダ人のデータが収集される予定であり，現在文化比較
研究としての準備が進められている.
本コロキアムには，研究分担者のほかに渡遺創太氏(京都大学文学研究科)が参加し，
これにより，本コロキアムの参加者は，教育学研究科，人間・環境学研究科，文学研究
科と 3研究科4研究室にわたることになった.それぞれの視点から活発な意見交換がな
されたことは本コロキアムの特色であると考えている.
